
翁 譲 ( 彫刻家
・空間演

出家 )

埼玉県杉
戸町在住

1947 彫
刻家翁朝

盛の二男
として、

宮城県仙
台市に生

まれる。
1971 多

摩美術大
学彫刻科

卒業。1
988 宮城

県芸術選
奨受賞

(1987 年
度 )197

1 年

から今日
まで東京

を中心に
全国各地

で数多く
の個展、

グループ
展、美術

館企画展
に出品、

展示する
。又、

1975 年
から、芝

居、モダ
ンダンス

、

パフォー
マンス、

ファッシ
ョン

ショー、
朗読など

の空間演
出も多数

手がける
。

2009 年
から杉戸

、宮代に
て町との

関りを持
ち空間を

考える。

研生 英午
( 俳人 )

千葉市在
住

17 才よ
り詩を、

18 才よ
り俳句

を書き始
める。最

近は地域
の風

土や環境
をテーマ

にした自
作の

テキスト
を現地に

赴き、東
京、

埼玉、千
葉、沖縄

等で朗読
して

いる。埼
玉では

2010 年
から

2011 年
にかけて

、杉戸、
宮代

を題材と
した「流

れの青野
」「め

ぐる春日
」「街道

（みち）
」を朗

読した。
現在、詩

・歌・句
・美

の共同誌
「鹿首」

編集人。
著書

に句集「
水の痕（

あと）」（
沖積

舎刊）等
。

出雲 直美
仙台在住

出雲幸五
郎を父に

持ち、幸
洋堂（文

具店）

で働いて
います。

エレクト
ーンを趣

味で続

けており
荒町養賢

堂でのコ
ンサート

や店先

のバス停
コンサー

ト等に時
々出演し

ていま

す。幸五
郎一座と

称する「
ちんどん

や」で

はアコー
ディオン

を担当し
ています

。

矢口敦子
　志茂恭

子

( 仙台朗
読奉仕の

会 )

仙台在住

視覚障害
者への朗

読奉仕活
動をして

います。
文字情報

をテープ
や CDに

録音し、
対面朗読

や訪問朗
読にも伺

います。
奉仕員養

成講座を
同期で受

講して以
来あと少

しで四半
世紀です

。

中里 広太
( サウン

ドデザイ
ナー )

仙台在住

1983年
仙台市生

まれ。宮
城教育大

学で学ぶ
。

大学時代
には、多

数の LIV
E を経験

する。

2007 年
身体表現

と映像作
家ヒグマ

春夫氏と

の映像が
コラボし

た作品へ
、音響と

して参

加した。
それ以来

、即興で
表現する

ことの、

楽しさ難
しさを体

験するこ
とで自分

の道を

模索し始
める。そ

の後、ダ
ンス・演

劇・映

像などと
のコラボ

レーショ
ン舞台を

数多く

経験する
。また最

近では、
ピアノ・

サックス
・

パーカッ
ションな

ど、音楽
家とのラ

イブも

行ってい
る。

　2008
年　鎌倉

・円覚寺
境内

　　　　
（水と空

気の変容
展）参加

　2009
年　越後

妻有アー
トトリエ

ンナーレ

　　　　
　  200

9　   参
加

　2010
年　会津

漆の芸術
祭　参加

　　　　
  　登米

アートト
リエンナ

ーレ 参
加

　2011
年　20

11 アー
ト@つ

ちざわ 
 参加

小野 越郎
( 津軽三

味線 演
奏家／作

曲家 )

白石市在
住

津軽三味
線を山田

千里師に
師事。青

森県

は弘前に
て修行を

積む。

劇団わら
び座にて

、三味線
奏者とし

て数々

の舞台で
国内・海

外公演に
参加。

03 年よ
り独立し

、古典を
中心にオ

リジ

ナル曲も
取り入れ

たソロ演
奏の他、

作曲・

編曲も行
っている

。

尺八・ド
ラムとの

ユニット
『楾』（

はん

ぞう）で
演奏活動

を行い、
06 年に

1stＣ

Ｄをリリ
ース。

また、和
楽器奏者

の木村俊
介氏と２

人で

のライブ
活動を行

い、津軽
三味線と

篠笛

の新たな
世界を作

り出して
いる。0

9 年

CD『D
UO』を

リリース
。

2011 年
から 20

12 年に
かけて、

ポルトガ

ル、イギ
リス、デ

ンマーク
、その他

、多

数の国に
おける音

楽祭など
に出演す

る。

09 年第
3回邦楽

グループ
コンテス

ト・

最優秀賞
受賞

11年第
７回桂座

音楽賞・
グランプ

リ受賞

千葉 瑠依
子

( ダンス
パフォー

マー )

仙台在住

1985 年
岩手県生

まれ。5
才からモ

ダ

ンダンス
を始め、

踊ると元
気がでる

からだに
なる。

宮城教育
大学に進

学し、里
見まり子

氏（即興
舞踊家）

・榊原光
裕氏（音

楽

家）に出
会い、身

体表現の
世界に魅

了され舞
進中。現

在は、仙
台市内を

中心に東
京、岩手

、会津な
どにて

“野

外 ”“街
中 ”“酒

蔵 ”と踊
り歩いて

いる。

“自分で
自分の心

とからだ
をメンテ

ナンス
”を合言

葉にダン
スだけに

と

どまらな
い、から

だのワー
クショッ

プも展開
中。宮城

教育大学
非常勤講

師、ＡＲ
Ｃ＞Ｔメ

ンバー。

SARP ク
ローズィ

ング

パフォー
マンス/

幸洋堂朗
読会

出演者プ
ロフィー

ル

勾当台公園

宮城県庁

仙台
市役所

NHK

サンクス
〒

SARP

錦町公園

錦町
定禅寺通

東
二
番
丁
通

勾
当
台
公
園
駅

愛
宕
上
杉
通 駅

前
通
至  

仙
台
駅  

↓

地
下
鉄
五
橋
駅

↑  

至  

仙
台
駅 

荒町

南鍛冶
町

一週間S
ARP

一週間荒
町

　南鍛冶
町

翁譲の<一週間SARP>　-GAREKI-価値の無い物（広辞苑より）        　

翁譲の <一週
間荒町・南鍛

冶町 >

■『荒町の昔
を語る』

「あらうん
どあらまち

 荒町界隈物
語」収録

（若林区役
所仙台市荒

町市民セン
ター発行）

故 山田仁策
さんと 故 佐

藤重雄さん
の対談 

朗読 ： 志茂
 恭子

　　　矢口
 敦子

演奏(キーボ
ード) ： 出雲

 直美

公演内容
■ダンスパフ

ォーマンス

　　　   る
いこ

千葉 瑠依子

 　  みち
■『街道』
研生英午 作

（詩・組行俳
句）

　　　　 み
がき えいご

朗読 ： 研生
英午 

演奏（津軽三
味線） ： 小野

 越郎

　　　　　
　　　おきな  ゆず

る

■彫刻・総合
演出　翁  譲

　

27
5

27
5

2012年5月
22日（火）
～27日（日

） 

AM11:00～PM7:00  ※最終日はPM9:00まで仙台アーティストランプレイス　SARP〒980-0012　仙台市青葉区錦町 　　1～12～7　門脇ビル1F
アーティスト

の表現

の場の１つ
である

ギャラリー。
その中での

精一杯の空
間作

りを数十年
積重ねて来

た。

この事で自
分を作り上

げても

来た。
ここに来て

、昨年の3.
11の災

害は今まで
の築いたも

のを

根底から取
り崩される

ような

衝撃を体に
も心にも受

けた。

アーティス
トが何をす

べきか

と言うよりも
、    ま

ず人間とし
て何をすべ

きか

という言葉
を突付けら

れ

た。
あの日以後

、今日まで思
い

つくまま様
々な義援活

動

をしてきた
。

そして本来
の自分の仕

事

である個展
が近付いた

。

私は今回の
空間作りに

あ

る一つの思
いを自らに

課

そうとしてい
る。

止むに止ま
れぬ事とし

て。

もう１つ。S
ARPと同じ

一週間、ギ
ャラリーを

飛び出す事
もする。

仙台荒町と
南鍛冶町の

旧奥州

街道沿の1
9ヶ所の場（

お店、お

寺、空地）に
町の方々の

ご協力

を得て作品
空間を作る

。

その事を独
自のマップ

で町巡

りをしなが
ら見てもら

う。

アーティス
トが人々や

町と関

る事で何が
起り、何が見

えてく

るか、  それ
とも。

その事を体
で感じ、心

で考え

てもらう。

その一週間
。

この事に
はダンスパ

フォー

マーや、サ
ウンドデザ

イナー、

音楽家、俳
人、朗読家

、

津軽三味線
奏者（作曲

者）

など多くの
方々の協力

も得

られて、うれ
しい。

最終日27日（
日）夕刻、町

の

文具店（幸洋
堂）にて朗読

会

を行う。
その後SARP

に移動してク
ロー

ズィングパフ
ォーマンスを

。

又この一週
間のうちい

つ

か、元気広
場であった

り、町

のどこかで
、千葉　瑠依子と

中里 広太
のパフォー

マン

スの世界
を垣間見る

事に

もなる。

どうぞ皆様
、このワクワ

ク一週

間をぜひ体
験して下さ

い。

　　　翁 譲

　　27日（日）PM 7:00～PM9:00
<クローズィングパフォーマンス＆パーティー>
（言葉 + 音 + ダンス） + ギャラリートーク + パーティー
・ダンスパフォーマンス－千葉瑠依子
・サウンドデザイン－中里広太　・総合演出－翁 譲
※入場無料　　
連絡先　翁 譲　080(5443)3363

「幸洋堂朗
読会」

   （文具と翁
譲の作品の

中で）

27日（日）PM 
4:30～PM5:

30

幸洋堂  ：  仙
台市若林区

荒町121

TEL :  022
(266)333

1　FAX :  0
22(266)3

339

　　　HP 
  :  h t t p : /

/ k o - y o -
d o . c o . j p

/

料金 ： 1000
円 （小学生

以下は無料
）

定員  ： 30名　
要予約

連絡先　幸
洋堂　022

(266)333
1

       　      翁
譲　     080

(5443)33
63

（ 仙台荒町
と南鍛冶町

、          のある
19ヶ所の場

における作
品空間 ）

時間：各展示
場所に記載

。記述の無
い所はいつ

でも見られ
ます。

　　　の場所に何かがあるかも…？

七十七
銀行（荒

町支店
）

営業：A
M8:30～

PM3:00

土日祝
日休み

    

 荒町の生
活を守

る

可能性あり
！

町民のいこいの場

楽しい
サロン

面白店主と面
白文具

ダイ
ニン

グバ
ー

おいしい酒達

和の心
あり

水の道

荒町の絆

歴史に培
われた

名刹

佛眼寺
味わい

の蔵

古いっていいね

　　古書と骨董

町に残った最
後の麹屋

生活のお
助け店

荒町の守り神

毘沙門天

満福寺

泰心院

三陽山　泰心院の門

（仙台藩の学問所、

　養賢堂の門）

仙台竿　凛として

素晴しい板壁

今に技術を伝える

　仙台箪笥店

うまい焼
鳥、おで

ん

大銀杏あり、

三宝大荒神

仙台御筆、

こだわりの書
道用品店

元気広
場 

B-Ark p
ool  

仙台市
荒町市

民センタ
ー

開館時
間 ： AM

9:00～
PM5:00

 23日（水
）：作品

２点の
内１点

が

　　　
　　置

いてあ
る娯楽

室は入
室禁

及川酒
造店 

時間：月
～土　

AM9:00
～PM8:0

0

　　  日
祝     　

AM10:0
0～PM7

:00

無休   
 

ある路
地

東二番丁通

奥江呉
服店 荒町第

三町会

荒町ふ
れあいセ

ンター 

翁譲の
写真展

示あり
。

奕葉山
　昌伝

庵   

森民酒
造本家

 

営業：A
M9:00～

PM6:00
 

土日休
み

西川玉
林堂 

営業：A
M9:00

～PM6:0
0

第１、第
３日曜

休み（2
7日休）

宝古堂
営業：A

M9:00～
PM7:00

無休　

佐藤麹
味噌醬

油店

営業：A
M8:00～

PM7:00

日曜日
休み

嘉藤金
物店 

営業：A
M8:00～

PM6:30

日、祝休
み

仙台箪
笥伝承

館

門間箪
笥店 

焼鳥ちぇ
けらっ鳥

 

竿政  

Rai⑨
営業： 

AM11:3
0～PM1

2:00

無休  

幸洋堂
営業：A

M9:30
～PM6:0

0

無休   
 

 

市立病
院


